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あ
き
る
野
市
土
地
開
発
公
社

は
、
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

市
の
全
額
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
資
本
金
５
０
０
万
円
の
法

人
で
す
。
公
有
用
地
等
の
取
得
、

管
理
、
処
分
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備

と
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
事
業
概
要
　
現
在
、
公
社
で

　
は
、
「
土
地
開
発
公
社
の
経

　
営
の
健
全
化
に
関
す
る
計

　
画
」
に
沿
っ
て
、
保
有
土
地

　
の
簿
価
総
額
の
縮
減
を
図
る

　
た
め
、
土
地
の
処
分
を
進
め

　
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、

　
面
積
３
万
３
０
６
７
・
89
平

　
方
　
の
土
地
の
処
分
を
行
い

　
ま
し
た
。
　

▽
資
産
概
要
　
平
成
22
年
度
末

　
の
公
社
の
資
産
総
額
は
、
43

　
億
３
９
７
５
万
１
６
６
２
円

　
で
す
。
資
産
の
内
訳
は
、
保

　
有
土
地
が
面
積
３
万
２
８
６

　
２
・
50
平
方
　
で
、
簿
価
総

　
額
が
43
億
１
７
９
７
万
１
６

　
３
５
円
で
す
。
ま
た
、
現
金

　
と
預
金
が
２
１
７
８
万
2
7

　
円
で
す
。
一
方
、
負
債
総
額

　
は
、
43
億
１
２
０
０
万
円
で

　
す
。
こ
の
結
果
、
差
引
正
味

　
財
産
は
、
２
７
７
５
万
１
６

　
６
２
円
で
す
。

﹇
用
語
の
説
明
﹈

　●

簿
価
額
…
…
公
社
の
経
理
で

　
い
う
簿
価
額
は
、
土
地
の
取

　
得
原
価
に
借
入
金
利
息
お
よ

　
び
管
理
経
費
を
加
算
し
た
帳

　
簿
価
格
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
市
の
財
政
の
健
全
性
を

判
断
す
る
指
標
と
し
て
、
毎
年

度
、
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
算

定
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
秋
川
総
合
開
発
公

社
は
、
都
市
計
画
事
業
や
市
街

地
開
発
事
業
等
に
関
す
る
企

画
、
立
案
、
設
計
の
受
託
業
務

な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
、
昭

和
63
年
に
設
立
さ
れ
た
資
本
金

１
億
円
の
株
式
会
社
で
す
。

　
出
資
団
体
は
、
あ
き
る
野

市
、
あ
き
る
野
商
工
会
、
秋
川

農
業
協
同
組
合
な
ど
で
す
。
な

お
、
発
行
済
株
式
総
数
２
０
０

０
株
の
う
ち
、
１
１
０
０
株
を

あ
き
る
野
市
が
保
有
し
て
い
ま

す
。

▽
事
業
概
要
　
平
成
22
年
度
は
、

　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
の
管
理
業

　
務
、
テ
ナ
ン
ト
の
管
理
運

　
営
、
管
理
組
合
関
係
の
運
営

　
業
務
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
売
上
高
は
、
複
合
ビ
ル
関
係

　
収
入
や
指
定
管
理
関
係
収
入

　
な
ど
８
９
８
６
万
４
１
３
４

　
円
で
、
営
業
損
失
は
１
２
９

　
３
万
２
０
１
円
で
す
。
ま
た
、

　
当
期
純
損
失
は
、
１
３
６
８

　
万
１
４
８
６
円
で
す
。

▽
資
産
概
要
　
平
成
22
年
度
末

　
の
会
社
の
資
産
総
額
は
、
２

　
億
２
０
１
５
万
２
４
０
５
円

　
で
す
。
資
産
の
内
訳
は
、
現

　
金
や
預
金
な
ど
の
流
動
資
産

　
が
３
４
３
２
万
６
６
７
４
円
、

　
建
物
な
ど
の
固
定
資
産
が
１

　
億
８
５
８
２
万
５
７
３
１
円

　
で
す
。
負
債
は
、
預
り
保
証

　
金
な
ど
の
流
動
負
債
が
８
７

　
７
２
万
８
４
２
２
円
、
固
定

　
負
債
で
は
長
期
借
入
金
が
５

　
２
４
５
万
円
で
す
。
こ
の
結

　
果
、
差
引
正
味
財
産
は
、
７

　
９
９
７
万
３
９
８
３
円
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の

指
標
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
が
国

の
定
め
る
早
期
健
全
化
基
準
や

財
政
再
生
基
準
以
上
と
な
っ
た

場
合
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
き
る
野
市
は
、
い
ず
れ
も

基
準
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

▽
実
質
赤
字
比
率
　
一
般
会
計

　
等
の
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た

　
場
合
の
標
準
財
政
規
模
（
標

　
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
が

　
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
規

　
模
）
に
対
す
る
比
率

▽
連
結
実
質
赤
字
比
率
　
全
会

　
計
（
戸
倉
財
産
区
特
別
会
計

　
を
除
く
）
の
収
支
が
赤
字
と

　
な
っ
た
場
合
の
標
準
財
政
規

　
模
に
対
す
る
比
率

▽
実
質
公
債
費
比
率
　
一
般
会

　
計
の
元
利
償
還
金
（
借
金
の

　
返
済
）
の
ほ
か
、
下
水
道
事

　
業
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組

　
合
の
元
利
償
還
金
に
対
す
る

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
や

　
負
担
金
な
ど
を
含
め
た
標
準

　
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

▽
将
来
負
担
比
率
　
土
地
開
発

　
公
社
に
係
る
も
の
を
含
め
、

　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

　
べ
き
実
質
的
な
負
債
（
借
金

　
の
残
高
）
の
標
準
財
政
規
模

　
に
対
す
る
比
率

　
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金

不
足
額
に
対
す
る
事
業
の
規
模

（
料
金
収
入
）
の
比
率
で
す
。

　
あ
き
る
野
市
で
は
下
水
道
事

業
特
別
会
計
が
該
当
し
ま
す
が

基
準
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
四
季
創
造
株
式
会
社
は
、

温
泉
施
設
な
ど
の
管
理
お
よ
び

運
営
を
主
な
業
務
と
し
て
、
平

成
18
年
に
設
立
さ
れ
た
資
本
金

２
０
０
０
万
円
の
株
式
会
社
で

す
。

　
出
資
団
体
は
、
あ
き
る
野

市
、
あ
き
る
野
商
工
会
、
秋
川

農
業
協
同
組
合
、
あ
き
る
野
市

観
光
協
会
な
ど
で
す
。
な
お
、

設
立
に
際
し
て
発
行
し
た
株
式

総
数
４
０
０
株
の
う
ち
、
２
０

４
株
を
あ
き
る
野
市
が
保
有
し

て
い
ま
す
。

▽
事
業
概
要
　
秋
川
渓
谷
瀬
音

　
の
湯
の
管
理
・
運
営
を
行
い

　
ま
し
た
。
売
上
高
は
、
温

　
泉
、
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

　
直
売
所
の
収
入
な
ど
３
億
８

　
１
５
５
万
９
２
０
０
円
で
、

　
経
常
利
益
は
１
１
１
１
万
４

　
１
９
２
円
で
す
。
ま
た
、
当

　
期
純
利
益
は
９
１
６
万
６
２

　
９
２
円
で
す
。

▽
資
産
概
要
　
平
成
22
年
度
末

　
の
会
社
の
資
産
総
額
は
、
８

　
７
８
７
万
１
３
１
円
で
す
。

　
資
産
の
内
訳
は
、
現
金
や
預

　
金
な
ど
の
流
動
資
産
が
７
６

　
２
３
万
２
３
０
６
円
、
器
具

　
備
品
な
ど
の
固
定
資
産
が
１

　
１
６
３
万
７
８
２
５
円
で

　
す
。
負
債
は
、
未
払
金
な
ど

　
の
流
動
負
債
で
３
８
３
９
万

　
６
８
８
９
円
で
す
。
こ
の
結

　
果
、
差
引
正
味
財
産
は
、
４

　
９
４
７
万
３
２
４
２
円
で
す
。

子育て支援、高齢者、
体の不自由な方の
支援などに
13万1390円（37.1％）

その他（商工業の
振興や議会の運営
などに）
7797円（2.2％）

消防団活動や災害
対策などに
1万4589円（4.1％）

農林業の
振興などに
4868円（1.4％）

道路や公園の
整備・維持管
理などに
2万5137円
（7.1％）

庁舎の運営管理、
交通安全対策、
防犯対策などに
4万4168円（12.5％）

ごみ処理、環境
対策、健康管理
などに
4万9317円（13.9％）

市が借りている
お金の返済に
3万2831円
（9.3％）

学校教育や文化・
スポーツの振興
などに
4万4051円（12.4％）

区　　　分

表１　健全化判断比率

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、実質赤字がないため
　「－」と表示しています。

※資金不足がないため「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）

あきる野市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 12.69 20.00

連結実質赤字比率 － 17.69 35.00

実質公債費比率 8.6 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 84.8 350.0

区　　　分

表２　資金不足比率

あきる野市 経営健全化基準

下水道事業特別会計 － 20.00

※貸借対照表は、決算時点（平成23年３月31日）で公社（会社）
　が保有する資産、負債などの財政状況を示したものです。

43億3975万1662円
43億1200万円

2775万1662円

43億3975万1662円

あきる野市土地開発公社　貸借対照表

2億2015万2405円

1億4017万8422円

7997万3983円

2億2015万2405円

8787万131円

3839万6889円

4947万3242円

8787万131円

あ
き
る
野
市
土
地
開
発
公
社

（株）
秋
川
総
合
開
発
公
社

新
四
季
創
造
（株）

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル


